
≪発表のテーマ≫ 受賞者の「喜び」を第一に！超親切な表彰式

所沢市では平成１６年度より「有言実行発表会」を開催し、改革・

改善の実例や工夫した事業などの成果を共有しています。

今年度で第１９回目を迎え、全庁から厳選された１２事例の発表を

行いました。また、職員が自所属で行った改善を「一人一改善」と

して共有、他所属や全庁に向けての改善提案を「職員提案」として

検討・実施し、それぞれ優秀事例について表彰を行っています。

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

所沢市
【人 口】 343,529人（Ｒ５.１２月末日現在）
【面 積】 72.11平方キロメートル
【職員数】 2,129人（Ｒ５.４.１現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

所沢市のお家芸、劇場型のプレゼンテー

ションで、観客のみなさまに楽しんで

いただける発表にしたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします！

この取組は、例年開催してきた「建設工事表彰式」を、職員の

アイデアと創意工夫によってカイゼンし、事業効果を向上させた

ものです。カイゼンにあたっては、「誰のため？」「何のため？」

といった視点に立ち、課題を掘り下げたことによって、成果に繋が

りました。目新しいツールや特別なスキル（そして潤沢な予算…）

等がなくても実施できる事例として、参考になれば幸いです！

ＤＡＴＡ

トコろんⒸ所沢市



部署名 埼玉県 所沢市 総務部 契約課

タイトル
受賞者の「喜び」を第一に！

超親切な表彰式

改善前
【Before】

所沢市では、７年間にわたって、優秀な建設業者を表彰する
制度を運⽤してきましたが、受賞者に偏りが⽣じていることが
わかりました。
そこで、建設業者のみなさんの
モチベーションアップに繋がる
制度へのｶｲｾﾞﾝに挑戦しました。



取組内容

取組その１「表彰基準の見直し」

これまで表彰対象は会社のみでしたが、現場の技術者個人を表彰する部門
を新設しました。また、会社の表彰基準は、年間を通じて施⼯した全ての
⼯事の平均点を基にするよう変更しました。



取組内容

取組その２「式典運営の見直し」

開催時期を例年の11月から8月に早めてクールビズでの参加をＯＫとし、
受賞者や観覧者が参加しやすいムードを作りました。また、表彰状の授与の
際に、受賞者が施⼯した現場写真をスクリーンに投影し、模範的事例として
紹介しました。なお、受賞者紹介の資料は、所沢市ＨＰで公開しています。
ぜひ、ご覧ください︕

所沢市ホームページ
優秀建設業者等表彰制度について
https://www.city.tokorozawa.saita

ma.jp/shiseijoho/jigyo/nyusatu/yuu

silyuukennsetukouji.html



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

受賞者数が大幅に増加し、誰もが目指しやすい賞に︕
表彰式の参加者が倍増し、より注目される式典に︕
受賞者の喜びの声が例年にも増して続々︕
カイゼン後の建設⼯事の工事成績点が上昇傾向︕

建設業界全体の課題である
公共工事の品質向上 にも寄与︕

✓

✓

✓

✓

表彰式が建設業者の に︕


